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■ 地政学にまつわる思い出

大学院に在学していたとき、恩師

のO先 生が語ったことがある。「地

JIFのなかに地政学という分野があ

る。過去にコl国主義に利用されたこ

ともあって、いまの日本では研究さ

れていない分野である。しかし、い

つまでも避けていられるだろうか

…」と。

当時は、海外旅行などは夢の時代

だったから、イ11事で海外に出かけた

り、国際関係を考えることには無縁

だと思っていた。しかし、初めて耳

にした 「地政学Jと いう::業の響き

には、怖いもの見たさに似た好奇心

と、いつかり|き込まれそうな不思議

な魅力を感じた。

人辞林では、地政学を 「民族や匡|

家の特質を、主として地理的空間や

条件から説明しようとする学問」と

している。つまり地理的特徴が、国

家に与える政治的 ・軍事的 。経済的

な影響を、解明しようとするもので

ある。

■久しぶりに耳にした「地政学」

昨年秋ごろから、月に1 1HI程度の

ペースでアジア各国に出かけてい

た。現地で 「日本の本社が、なぜこ

んなに輸送費のかかる場,りiに |:場を

i没けたのかJ ll解できないJ「政治市1

14を″‖企せずに、ここに進出したよ

うだ」などと日系企業の人から愚漱1

を聞くたびに、産業立l也論やロジス

テイクス論の枠判[みをl1/Jえて、何か

別の知識が必要ではないかと感じて

いた。

そんなときに、グローバル ・ロジ

スティクスを考える会合で、「l也政
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